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研究概要

寿命… 液滴が液面に一体化するまでの持続時間
(❷の持続時間)

発振器を利用した実験装置を用いた

実験方法

16cm×24cmの容器に深さ1cmで水を
満たし、波面を形成した

・振動数を変えても、波の速度と振幅は
変化しない

発振器と実験装置

・振動数を10～99Hzの間で変えること
が出来る

実験・考察① 液滴の挙動を表すv-xグラフ

〈 実験方法 〉

撃力

左図のように液滴が水面
と衝突すると生じる撃力に
よって初速が生じている

同様の現象が生じて
いるのではないか

撃力の水平成分が大きいほど初速が大きくなり、
液滴がより長寿命化するのではないか

速度がほぼ0になると消滅する
速度があることで液滴の形状は

維持されやすい

実験・考察② 振動数変化による寿命の変化

振動数が変化したときの寿命の変化を調べた

▲ある振動数における液滴(直径約0.4cm)10個の
寿命の平均値

高周波、低周波では
寿命が短く、40Hzで

最も寿命が大きくなった

周波数が大きいとき周波数が小さいとき

波面が液滴に
与える撃力

の水平成分

*適正な液滴：十分な大きさ・寿命で、壁などと衝突していない液滴

❶食器用洗剤の濃度が10％の水溶液を用意する

❷容器に水深が1cmとなるように水を張り、発振器の周波数を設定する

❸適正な液滴 を波源から１cmの位置に高さ1cmから落とし、
その様子を撮影する

❹動画解析ソフトkinoveaを用いて液滴の挙動や寿命を計測する

*

振動数が大きいほど長寿命化しやすい

液滴の大きさ(直径) : 約0.4cm
40Hzにおける波の波長 : 約0.42cm

液滴の大きさと波長が同じ
とき、最も長寿命化するの

ではないか

液滴≧波長のとき、液滴は波面と必ず2点以上で接する

▲ある振動数における液滴(直径約0.3cm)10個の
寿命の平均値

0～20Hzでは液滴が浮か
ばず、50Hzで最も寿命が

大きくなった

を比較すると周波数が大きいときの方が大きくなっている

液滴の大きさ(直径) : 約0.3cm
50Hzにおける波の波長 : 約0.33cm は正しいと考えられる
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仮
説

仮説

❸消滅して水面と
一体化する

❷暫く液滴が水面上
に浮く

❶液滴を水面に
落とす

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

1cm

1cm

撃力

小 大

容器の淵(凹型のメニスカス)
に落とした液滴の挙動

振動数50Hzの波面に
落とした液滴の挙動

≒

v-xグラフを作成し、液滴の挙動を比較した

今後の展望

振動数50Hzのときのv-xグラフ
(4つのデータを重ねている)

▲

液滴を容器の淵でのv-xグラフ
(4つのデータを重ねている)

▲

〈 発振器 〉

・波源を点ではなく、直線にすること

・界面活性剤の濃度変化による寿命の変化の計測

・直径約0.5cmの液滴を用いて、振動数変化による寿命の変化の計測

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

まとめ 液滴を長寿命化させる条件

❶撃力の水平方向の成分が大きくなること

❷液滴の直径が一波長以下であること

液滴の直径≒波の波長で最も長寿命化すると考えられる


